
2017 年度 小委員会活動成果報告 
（2018 年 01 月 31 日作成） 

小委員会名 発注者の役割小委員会 主 査 名：齋 藤 隆 司 
就任年月：20 13 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築社会システム委員会 委員長名：田村 誠邦 
 

設 置 期 間    2017 年 4 月  ～  2020 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き）  

杭偽装、新国立競技場、豊洲市場など、建築プロジェクトにおける発注者の意

思決定システム及び発注者責任が問題となる中、前小委員会の成果として、発注

者評価により理想的な発注者像を示したうえで、発注者を褒める仕組みを構築し

た。本委員会では、さらに発注者評価手法の普及促進を図ることで、より良き発

注者の育成に資することを目的とする。 
また、社会問題化する発注者のあり方について、事例調査、ヒアリングに基づ

き建築プロジェクトにおける発注者の役割を明らかにする。 
 
初年度：発注者を褒める仕組み「発注者評価シート」の普及促進、建築プロジェ

クト事例（失敗事例を含む）、発注者組織体制、調達方式の選択等事例調査 
２年度 建築プロジェクト事例調査に基づく発注者の役割と責任等についてのと

りまとめ 
３年度 発注者の役割と責任についてのとりまとめ（提言、シンポジウム開催等） 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 

高田光雄（京都美術工芸大学）、古阪秀三（立命館大学）、平野吉信（広島大学）、藤井晴

信（東京工業大学）、安藤正雄（千葉大学）、頼本欣昌（国土交通省）、楠山登喜雄（フタ

バエンジニアリング）、成田一郎（日本ファシリティマネジメント協会）、羽川綾子（レン

ドリースジャパン）、賀来高志（野村不動産）、片田和範（立命館大学） 
 
 
 
 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

発注・契約 WG 
 多様化する発注方式において、日本、海外を含めた各国の契約約款、ガイドラ

イン、実プロジェクトにおける建築生産方式を調査し、発注者の役割や責任のあ

りようについて、分析を行う。その結果、発注者の建築プロジェクトに向かう姿

勢を評価する仕組みを構築することを目的とする。 

2017 年度予算 60,000 円 ホームページ公開の有無： 

委員会 HP アドレス：なし 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       6 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー等）  

 

大会研究集会  



対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１． 国交省における取り組み、民間事例など発注者の役割と責任についての、各

種事例調査を行った。 
２． 発注者ごとの違いや発注者の定義について議論を行い、本委員会で扱うべき

発注者の範囲を明確にした。 
３． 発注者の手引きになるガイドブックの作成に向けて骨子を検討した。 
４． 日本ファシリティマネジメント協会と協力し、ファシリティマネジメントフ

ォーラム 2018 において、パネルディスカッション等に参画した。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．建築プロジェクトを取巻く社会環境の大きな変化に伴い、発注者評価軸も改

正が必要となってきている。時代とともに変化する項目と不変的な項目の設定が

求められており、これへの対応が課題。 
２．建築プロジェクトにおける発注者の責任が増す中で、改めて発注者の役割明

確化が必要。 
３．建築プロジェクトにおけるより良き発注者像を明確にするためにも、ガイド

ライン的な教科書を作製する必要あり。 
 
＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通項目があれば、

最下段に項目を追加して記述してもよい。 
＊表中の「（書名）」等の赤文字は、記述を誘導するための説明である。記載の有無にかかわらず最終的には削除のうえ提出する

こと。 


